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吉
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表
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』
は

水
平
社
博
物
館
と
「
不
可
視
化
へ
の
抵
抗
：〈
職
業
と
世
系

に
基
づ
く
差
別
〉
と
〈
日
本
美
術
史
〉
に
関
す
る
研
究
」
研

究
会
（
以
下
、
研
究
会
）
と
の
共
催
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

当
館
で
西
光
の
美
術
作
品
を
展
示
す
る
の
は
二
〇
〇
四
年
五

月
に
開
催
し
た
特
別
展
「
西
光
万
吉
の
花
鳥
風
月
」
以
来
、

二
十
四
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
が
、
本
展
示
は
当
館
と
し
て
は

初
め
て
の
本
格
的
な
美
術
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。

　
西
光
万
吉
と
い
え
ば
、
水
平
社
運
動
家
で
あ
る
、
あ
る
い

は「
全
国
水
平
社
創
立
宣
言
」の
起
草
者
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
い
る
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
西
光
が
絵
画
や

戯
曲
な
ど
の
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
い
る
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
創
作
活
動
、
特
に
絵
画
な
ど
の

芸
術
作
品
に
関
し
て
、
西
光
が
ど
の
よ
う
な
作
品
や
人
物
に

影
響
を
受
け
た
の
か
と
い
う
こ
と
ま
で
知
っ
て
い
る
方
は
あ

ま
り
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
西
光
は
幼
い
頃
か
ら
部
落
差
別
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
学

校
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
も
差
別
は
な
く
な
る
こ
と
は
な

く
、
西
光
は
差
別
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
転
校
を
繰
り
返
し
ま

す
。
そ
し
て
画
家
に
な
る
夢
を
か
な
え
る
た
め
、
京
都
で
美

術
の
専
門
学
校
に
入
学
し
ま
す
。
そ
の
後
、
東
京
に
出
て
本

格
的
に
画
家
に
な
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

将
来
有
望
な
若
手
と
の
評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

こ
ろ
、
過
去
に
受
け
た
被
差
別
体
験
か
ら
部
落
差
別
を
受
け

る
恐
怖
心
が
大
き
く
な
り
、
最
後
は
筆
を
折
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
故
郷
で
あ
る
柏
原
に
戻
っ
た
西
光
は
様
々
な
人

と
の
出
会
い
や
き
っ
か
け
に
よ
り
、
部
落
差
別
を
な
く
す
た

ご
あ
い
さ
つ
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め
立
ち
上
が
り
、
創
作
活
動
も
再
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
研
究
会
は
美
術
史
、
文
化
研
究
、
歴
史
学
、
文
学
な
ど
に

携
わ
る
研
究
者
や
学
芸
員
に
よ
る
共
同
研
究
で
、
西
光
の
美

術
表
現
や
、
地
域
住
民
と
の
共
同
制
作
の
彫
刻
な
ど
を
多
角

的
に
研
究
し
、
大
学
、
美
術
館
、
地
域
な
ど
で
研
究
発
表
集

会
を
開
催
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
研
究
内
容
を
発
信
す
る
こ

と
を
続
け
て
い
ま
す
。
西
光
の
作
品
は
、
確
か
な
描
写
力
に

裏
打
ち
さ
れ
る
と
と
も
に
、
独
自
の
理
論
や
着
想
が
蓄
積
さ

れ
て
い
ま
す
。　
　

　
本
展
示
で
は
、
西
光
が
仲
間
た
ち
と
水
平
社
を
組
織
す
る

以
前
、
専
門
的
に
美
術
教
育
を
受
け
た
経
験
や
、
作
品
の
創

作
プ
ロ
セ
ス
や
背
景
を
紹
介
し
、
そ
の
独
創
的
な
制
作
を
ひ

も
と
い
て
い
き
ま
す
。
編
年
が
未
確
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

研
究
上
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
西
光
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

実
践
し
た
運
動
と
制
作
の
往
復
と
、
そ
こ
か
ら
表
現
を
生
み

出
す
こ
と
の
大
切
さ
を
、
本
展
示
を
通
し
て
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、
西
光
が
ど
ん
な
思
い
で
描
い
た
の
か
、
そ
の
思
い

を
想
像
し
な
が
ら
展
示
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
知
っ
て
い
た
、
ま
た
は
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
西
光
と
は
違

う
一
面
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
本
展
示
の
開
催
に
あ
た
り
、
西
光
万
吉
顕
彰
会
・
西
光
寺
・

立
命
館
大
学
植
田
彩
芳
子
さ
ま
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力

と
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
改
め
て
深
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
西
光
万
吉
顕
彰
会
で
は
西
光
が
晩
年
を
過
ご
し
た
家
が
そ

の
ま
ま
保
存
さ
れ
、
西
光
の
遺
品
と
と
も
に
本
展
示
で
は
展

示
し
て
い
な
い
絵
画
作
品
を
多
数
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
西

光
の
心
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
で
す
の
で
、
本
展
示
と

合
わ
せ
て
ご
見
学
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
（
見
学
の
際
に

は
予
約
が
必
要
で
す
）。

　
ま
た
、
西
光
寺
は
西
光
万
吉
の
生
家
で
、
当
館
の
向
か
い

に
あ
り
ま
す
。
本
展
示
で
は
こ
れ
ま
で
非
公
開
で
あ
っ
た
西

光
寺
所
蔵
の
掛
け
軸
や
そ
の
下
絵
な
ど
を
展
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
展
示
作
品
だ
け
で
な
く
西
光
寺
お
堂
内
の
壁
画

の
公
開
（
十
二
月
六
日
）
も
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
こ
に

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

水
平
社
博
物
館

「
不
可
視
化
へ
の
抵
抗
：〈
職
業
と
世
系
に
基
づ
く
差
別
〉
と

〈
日
本
美
術
史
〉
に
関
す
る
研
究
」
研
究
会

水
平
社
博
物
館
館
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西
光
万
吉
（
本
名
、
清
原
一
隆
）
の
画
業
や
日
本
画
・
洋
画
学
習
に
つ
い
て
は
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
推
測
で
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
、

は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
の
整
理
を
目
的
と
す
る
。

　
西
光
は｢

略
歴
と
感
想｣

［
★
１
］
の
中
で
自
身
の
学
歴
、
絵
画
修
業
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
西
光
は
奈
良
県
南
葛
城
郡
掖
上
村
柏
原
北
方
・
西
光
寺
に
生
ま
れ
、

七
歳
で
掖
上
村
立
尋
常
小
学
校
に
入
学
、
そ
の
後
同
郡
御
所
高
等
小
学
校
を
経
て
、
同
県

立
畝
傍
中
学
校
に
入
学
す
る
が
、
二
年
で
中
途
退
学
、
翌
年
、
京
都
市
平
安
中
学
校
に
移

る
も
再
び
中
途
退
学
す
る
。
こ
の
頃
よ
り
「
画
工
」
を
志
し
、京
都
の
関
西
美
術
院
の
「
寺

松
先
生
」
に
つ
い
て
洋
画
を
学
び
、
翌
年
に
は
東
京
に
行
き
、
太
平
洋
画
会
研
究
所
で
洋

画
を
学
び
、
日
本
美
術
院
の
「
橋
本
先
生
」
に
つ
い
て
日
本
画
を
習
っ
た
。
そ
の
後
八
年

間
ほ
ど
、
奈
良
あ
る
い
は
東
京
で
、
絵
画
の
修
業
と
読
書
の
生
活
を
続
け
た
。

　
木
村
京
太
郎
氏
の
編
に
な
る
「
西
光
万
吉　
略
譜
」［
★
２
］
に
よ
る
と
、
関
西
美
術

院
に
入
っ
た
の
は
一
九
一
〇
年
秋
頃
で
、
一
九
一
二
年
五
月
に
、
東
京
の
太
平
洋
画
会
研

究
所
に
入
塾
し
、
中
村
不
折
に
洋
画
を
学
び
、
日
本
美
術
院
の
「
橋
本
・
岡
先
生
」
よ
り

日
本
画
の
指
導
を
受
け
、
同
年
秋
の
「
国
民
美
術
展
覧
会
」
に
上
位
で
入
賞
と
あ
る
。
さ

ら
に
一
九
一
三
年
三
月
、
二
科
会
の
画
展
に
入
選
。
一
九
一
六
年
、「
画
商
橋
本
氏
よ
り
、

大
和
め
ぐ
り
の
案
内
を
頼
ま
れ
、ま
た
恩
師
岡
先
生
か
ら
娘
と
の
婚
約
を
求
め
ら
れ
た
が
、

と
も
に
部
落
出
身
が
ば
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
避
け
る
。
こ
の
頃
よ
り
、（
中
略
）
画
塾
・
下

宿
な
ど
か
ら
遠
ざ
か
り
、
上
野
図
書
館
に
て
独
学
を
は
じ
め
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
国

民
美
術
協
会
展
の
出
品
目
録
お
よ
び
二
科
展
の
出
品
目
録
［
★
３
］
を
確
認
し
て
も
、「
清

原
一
隆
」
も
し
く
は
「
西
光
万
吉
」
の
名
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
現
在
確
認
で
き
る｢

関
西
美
術
院
入
学
者
名
簿｣

［
★
４
］
に
も
、
そ
の
名
を
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
綴
り
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
入
学
者
を
網
羅

し
て
い
る
と
も
限
ら
ず
、
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
く
と
も
関
西
美
術
院
と
の
関
わ
り
を

持
っ
た
学
生
は
存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
★
５
］
こ
と
か
ら
、
関
西

美
術
院
で
「
寺
松
先
生
」
こ
と
寺
松
国
太
郎
に
学
ん
だ
こ
と
は
事
実
と
考
え
て
も
よ
さ
そ

う
だ
。

　
寺
松
国
太
郎
（
一
八
七
六

−

一
九
四
三
年
）
は
岡
山
出
身
の
洋
画
家
だ
が
、
一
九
〇
六
年

に
関
西
美
術
院
に
入
り
、
一
九
〇
八
年
に
は
同
院
の
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。
時
期
的
に

も
、
西
光
の
「
略
歴
と
感
想
」
の
内
容
と
齟
齬
は
な
い
。
そ
し
て
、
寺
松
は
「
担
斎
」
と

号
し
て
日
本
画
も
多
く
描
い
た
。
寺
松
は
油
彩
の
女
性
像
で
知
ら
れ
る
が
、
日
本
画
で
山

水
を
描
き
、
仏
画
も
描
い
た
。『
一
家
一
彩
録
』［
★
６
］
に
寺
松
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
寺
松
の
日
本
画
は
独
学
だ
っ
た
が
、
余
技
と
い

う
よ
り
は
か
な
り
本
格
的
な
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。
寺
松
は
、日
本
画
の
方
が
「
光
線
の
、

陰
影
の
、
遠
近
法
な
ど
ゝ
面
倒
な
こ
と
を
云
は
ず
と
も
其
気
分
を
十
分
あ
ら
は
し
得
る
」

の
で
、「
日
本
画
の
筆
墨
主
義
に
は
賛
成
で
、
何
か
描
て
見
る
と
日
本
画
の
筆
致
を
見
せ

た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
寺
松
の
作
画
態
度
の
影
響
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
、
西

光
は
上
京
し
て
洋
画
を
学
ぶ
一
方
で
、
日
本
画
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　
木
村
氏
の
「
略
譜
」
に
よ
る
と
、
一
九
一
二
年
五
月
に
上
京
し
て
太
平
洋
画
会
で
中
村

不
折
に
学
ん
だ
と
あ
る
が
、
寺
松
国
太
郎
も
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
一
二
年
ま
で
太
平
洋

画
会
会
員
と
し
て
展
覧
会
に
出
品
を
し
て
い
る
［
★
７
］。
西
光
が
上
京
し
た
と
さ
れ
る

一
九
一
二
年
を
最
後
に
、
寺
松
は
太
平
洋
画
会
展
へ
の
出
品
を
し
て
い
な
い
。
そ
の
頃
、

西
光
が
太
平
洋
画
会
研
究
所
に
入
り
、
中
村
に
師
事
し
た
と
さ
れ
る
が
、
も
し
そ
う
な
ら

ば
寺
松
の
紹
介
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
そ
の
後
の
西
光
は
、
寺
松
と
は
離

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　
西
光
の
日
本
画
学
習
に
つ
い
て
、『
日
本
美
術
院
百
年
史
』（
日
本
美
術
院
）
を
調
べ
て
も
、

そ
の
名
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。「
橋
本
先
生
」
と
は
橋
本
雅
邦
門
人
の
橋
本
静
水

か
。
木
村
氏
の
「
略
譜
」
に
出
て
く
る
「
岡
先
生
」
と
は
芳
崖
四
天
王
の
岡
不
崩
な
の
か
。

一
九
七
八
年
の
土
方
鉄
氏
に
よ
る
「
水
平
社
運
動
の
人
々
」［
★
８
］
に
は
、
西
光
が
「
日

本
美
術
院
の
橋
本
清マ

マ水
、
岡
洛
陽
ら
に
日
本
画
を
学
ん
だ
」
と
あ
り
、
一
人
は
静
水
の
こ

と
と
思
う
が
、「
岡
洛
陽
」
に
つ
い
て
は
該
当
す
る
日
本
画
家
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
そ
の
後
、
太
田
善
照
氏
［
★
９
］
は
「
橋
本
先
生
」
は
静
水
か
永
邦
か
と
推
測

さ
れ
る
が
、
記
録
は
無
い
と
指
摘
、『
没
後
30
周
年
記
念　
西
光
万
吉
展
』
図
録
［
★
10
］

で
は
、
静
水
に
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
橋
本
先
生
」「
岡
先
生
」
に
つ
い
て

は
特
定
で
き
る
資
料
が
な
く
、
ど
う
や
ら
推
測
で
静
水
だ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
て
き
た
よ
う

で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
西
光
に
よ
る
「
森
で
遊
ぶ
人
た
ち
」
と
い
う
仮
題
を
持
つ

ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
林
の
中
で
た
き
火
を
し
て
休
む
三
人
の
農
婦
・
農
夫
と
そ
の
傍
ら
に

馬
が
描
か
れ
る
。
よ
く
見
る
と
、「
多
門
」
の
朱
文
円
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
日
本
美
術

院
の
雅
邦
門
下
に
山
内
多
門
（
一
八
七
八

−

一
九
三
二
年
）
と
い
う
日
本
画
家
が
い
る
。
は

じ
め
川
合
玉
堂
に
学
ん
だ
と
い
う
多
門
に
は
、
林
の
中
に
小
さ
く
農
夫
・
農
婦
を
描
く
構

図
の
作
品
が
見
ら
れ
る
［
★
11
］。
こ
う
し
た
憩
う
農
夫
・
農
婦
の
様
子
と
い
う
の
は
、
玉

堂
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。
多
門
作
品
の
描
写
は
よ
り
緻
密
で
、
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
は
多
門

自
身
の
ス
ケ
ッ
チ
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
多
門
の
絵
を
西
光
が
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
絵
は
、
西
光
に

よ
る
日
本
美
術
院
の
、
雅
邦
門
下
の
先
輩
画
家
の
絵
の
ス
ケ
ッ
チ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
、
日
本
美
術
院
お
よ
び
雅
邦
一
派
と
西
光
の
関
係
が
繋
が
っ
て
く
る
。
あ
く
ま
で

可
能
性
で
は
あ
る
が
、
興
味
深
い
作
例
で
あ
る
。

　
西
光
の
ス
ケ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
、
今
回
展
示
に
関
わ
る
調
査
で
さ
ま
ざ
ま
な
古
画
を
模

写
し
た
ス
ケ
ッ
チ
を
確
認
し
た
。
例
え
ば
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
は
「
月
僊
」（
江
戸
中
・

後
期
の
画
僧
）
や
「
山
楽
」（
狩
野
山
楽
、
江
戸
初
期
の
京
狩
野
の
絵
師
）
の
名
前
が
記
さ
れ

『
世
界
美
術
全
集
』
シ
リ
ー
ズ
（
平
凡
社
、一
九
二
七

−

三
〇
年
）、『
日
本
風
俗
画
大
成
』（
中

央
美
術
社
、
一
九
二
九
年
）、
板
垣
鷹
穂
の
『
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』（
新
潮
社
、

一
九
四
三
年
）、
入
江
波
光
の
『
画
論
』(

北
大
路
書
房
、
一
九
四
九
年)

、
杉
浦
非
水
・
渡

辺
素
舟
編
の
『
世
界
動
物
図
案
資
料
集
成
』
お
よ
び
『
世
界
植
物
図
案
資
料
集
成
』（
と

も
に
技
報
堂
、
一
九
五
二
年
）、
講
談
社
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
ス
の
『
栖
鳳
』
や
『
玉
堂
』（
と
も

に
一
九
五
五
年
）
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
も
、
絵
画
に
幅
広
い

関
心
を
持
っ
て
い
た
様
子
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、『
世
界
文
化
史
大
系　
第
12
巻
』（
新
光
社
、

一
九
三
五
年
）
な
ど
は
図
版
部
分
が
切
り
抜
か
れ
て
い
る
頁
が
多
数
あ
り
、
西
光
が
絵
画

学
習
に
使
っ
て
い
た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
興
味
深
い
。

　
以
上
、
簡
単
に
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
調
査
状
況
を
ま
と
め
た
。
今
後
、
よ
り
多
く
の

人
に
西
光
の
画
業
が
注
目
さ
れ
、
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

西
光
万
吉
の
絵
画
学
習

文
・
植
田
彩
芳
子
（
日
本
美
術
史
・
立
命
館
大
学
教
授
）

西
光
万
吉
「
略
歴
と
感
想
」『
西
光
万
吉
著
作
集　
第
１
巻
』
濤
書
房
、
一
九
七
一
年
。

木
村
京
太
郎
編
「
西
光
万
吉　
略
譜
」『
西
光
万
吉
著
作
集　
第
２
巻
』
濤
書
房
、一
九
七
四
年
。

『
近
代
日
本
ア
ー
ト
・
カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
ゆ
ま
に
書
房
）
の
「
二
科
会　
目
録
編
」、

「
国
民
美
術
協
会
」
を
調
査
し
た
。
ほ
か
、「
太
平
洋
画
会
」「
春
陽
会
」
も
調
査
し
た
が
、
掲
載

は
な
か
っ
た
。
ま
た
『
文
展
・
帝
展
・
新
文
展
・
日
展
出
品
歴
索
引
：
明
治
40
年—

昭
和
32
年
』

（
日
展
、
一
九
九
〇
年
）
に
も
掲
載
は
な
か
っ
た
。

｢

関
西
美
術
院
入
学
者
名
簿｣

『
浅
井
忠
と
関
西
美
術
院
展
』
図
録
、
府
中
市
美
術
館
ほ
か
、

二
〇
〇
六
年
。

同
前
（
凡
例
部
分
）。

黒
田
天
外
「
寺
松
国
太
郎
氏
」『
一
家
一
彩
録
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
二
〇
年
。

青
木
茂
監
修
『
近
代
日
本
ア
ー
ト
・
カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　
太
平
洋
画
会　
第
２
巻
』

ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
一
年
。

土
方
鉄
「
水
平
社
運
動
の
人
々
」『
人
物
探
訪・日
本
の
歴
史
』
19
、暁
教
育
図
書
、一
九
七
八
年
。

太
田
善
照
編
『
西
光
万
吉
の
絵
と
心
』
大
阪
人
権
歴
史
資
料
館
ほ
か
、
一
九
九
〇
年
。

『
没
後
30
周
辺
記
念　
西
光
万
吉
展
』
図
録
、
没
後
30
周
年
記
念
「
西
光
万
吉
展
」
東
京
実
行
委

員
会
、
二
〇
〇
〇
年
。

例
え
ば
、『
山
内
多
門
画
集
』（
山
内
多
門
画
集
刊
行
会
、一
九
三
六
年
）に
掲
載
の「
日
光
大
平
臺
」

（
No.
７
、一
九
〇
九
年
）
お
よ
び
「
落
葉
」（
No. 

69
、一
九
二
一
年
）
な
ど
。
多
門
に
つ
い
て
は
、『
生

誕
１
３
０
年
展　
山
内
多
門
』
図
録
、
都
城
市
立
美
術
館
、
２
０
０
８
年
、
参
照
。

★
１

★
２

★
３

★
４

★
５

★
６

★
７

★
８

★
９

★
10

★
11

特
別
寄
稿

て
い
る
。
ま
た
、
近
代
京
都
の

日
本
画
家
で
あ
る
幸
野
楳
嶺
の

『
千
種
之
花
』（
一
八
九
〇

−
九
一

年
）、
今
尾
景
年
の
『
景
年
花

鳥
画
譜
』（
一
八
九
一

−

九
二
年
）

に
学
ん
だ
克
明
な
ス
ケ
ッ
チ
も

残
さ
れ
て
い
る
。

　

西
光
の
旧
蔵
書
の
中
に
は
、

西光万吉《森で遊ぶ人たち》　
西光万吉顕彰会蔵
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若
き
西
光
が
綴
っ
た
文
集
と
ノ
ー
ト
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
、

美
術
家
と
し
て
の
姿
を
伝
え
て
く
れ
る
。

 《
小
品
文
集
》（
図
１
）
は
、
表
紙
の
上
部
に
髪
を
美
豆
羅
に
結
っ
た
聖
徳
太

子
孝
養
像
の
顔
が
描
か
れ
、
下
に
は
ギ
リ
シ
ャ
神
ヘ
ル
メ
ス
を
思
わ
せ
る
杖

を
持
つ
ヌ
ー
ド
の
青
年
立
像
が
描
か
れ
る
。「
ス
ケ
ッ
チ 

ま
ん
画 

ハ
ガ
キ
文 

ス
ケ
ッ
チ
文
」
と
書
き
添
え
た
よ
う
に
、
西
光
は
小
さ
な
作
品
集
を
作
ろ
う

と
し
て
い
た
。
表
紙
を
開
く
と
「
幼
時
の
印
象
」
と
題
し
て
幼
子
の
顔
が
描

か
れ
、
西
光
が
五
、六
歳
だ
っ
た
頃
、
冬
の
寒
い
夜
に
父
の
帰
り
を
待
っ
て
い

た
想
い
出
が
随
筆
、
す
な
わ
ち
「
ス
ケ
ッ
チ
文
」
と
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
頁
を
開
く
と
「
大
至
急
」
と
カ
ン
カ
ン
帽
を
押
さ
え
て
走
る
ス
ー
ツ

姿
の
男
の
１
コ
マ
漫
画
な
ど
が
描
か
れ
る
。

　
未
完
の
文
集
で
は
あ
る
が
、
差
別
と
病
気
の
た
め
に
中
学
を
中
途
退
学
し

た
［
★
１
］
西
光
に
は
、
父
へ
の
感
謝
と
報
恩
の
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
表
紙
の
太
子
像
は
用
明
天
皇
の
病
気
平
癒
を
祈
る
親
孝
行
な
一
六

歳
の
姿
で
あ
り
、
ヘ
ル
メ
ス
は
使
者
と
し
て
父
ゼ
ウ
ス
を
助
け
、
自
信
に
溢

れ
た
青
年
の
姿
で
表
現
さ
れ
る
。
二
つ
の
像
を
十
代
の
若
き
西
光
が
抱
い
た

理
想
の
自
画
像
と
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
西
光
は
一
九
一
一
年
、

一
六
歳
の
秋
に
寺
松
国
太
郎
に
洋
画
を
学
ん
で
い
る
［
★
２
］
の
で
、「
小
品

文
集
」
制
作
は
そ
の
前
後
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
東
西
の
絵
画
、
漫
画
、

随
筆
が
西
光
の
創
作
の
初
期
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
、
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
西
光
は
「
画
工
」
を
志
し
て
上
京
し
、
太
平
洋
画
会
研
究
所
や

日
本
美
術
院
の
画
家
に
学
ぶ
［
★
３
］
が
、
一
九
一
六
年
、
二
一
歳
の
頃
に

部
落
出
身
と
知
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
画
塾
を
離
れ
、
上
野
の
帝
国
図
書
館

で
独
り
学
び
始
め
た
。
こ
の
頃
に
使
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
学
習
用
「
ノ
ー

ト
」（
図
２
）［
★
４
］
に
は
学
術
誌
『
國
華
』
全
一
二
冊
（
一
九
一
六
年
）、

田
中
豊
蔵
「
支
那
の
花
鳥
画
に
於
け
る
二
種
の
傾
向 

上
・
下
」（『
國
華
』

二
八
九・
二
九
五
号
、
一
九
一
四
年
）、
さ
ら
に
浮
世
絵
美
人
画
の
喜
多
川
歌

文集とノート

文・加藤弘子

西
光
万
吉
「
略
歴
と
感
想
」『
西
光
万
吉
著
作
集　

第
１
巻
』、
濤
書
房
、

一
九
七
一
年
、
八
六
頁
。

同
前
。

同
前
。

軍
艦
印
で
、「
日
本
ノ
ー
ト
会
社
製
造
」「
定
価
金
五
銭
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
中
村
寅
吉
が
社
長
を
務
め
た
一
九
一
六
年
創
立
の
日
本
ノ
ー
ト
製

造
株
式
会
社
製
で
、
一
九
一
七
年
頃
に
販
売
し
て
い
た
ノ
ー
ト
と
判
断
し
た
。

『
日
本
印
刷
界
』
八
九
、
日
本
印
刷
界
社
、
一
九
一
七
年
三
月
、
六
七
頁
。
た

い
み
ち
「【
連
載
】
文
房
具
百
年
＃
６　
学
習
ノ
ー
ト
と
ノ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の　

後
編
」、『
文
房
具
の
と
び
ら
』、
二
〇
一
八
年
八
月
二
〇
日
、URL https://

w
w

w
.buntobi.com

/articles/entry/series/taim
ichi/007992/

、

二
〇
二
五
年
一
〇
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
。

★
１

★
２

★
３

★
４

麿
『
四
季
の
花　
上
・
下
』（
一
九
一
六
年
）
が
図
書
館
の
請
求
記
号
な
ど
と

と
も
に
記
さ
れ
、
西
光
が
最
新
の
学
術
誌
を
参
照
し
、
中
国
の
花
鳥
画
か
ら

日
本
の
浮
世
絵
ま
で
、
幅
広
い
関
心
を
も
っ
て
学
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
ノ
ー
ト
は
郷
里
と
東
京
で
絵
画
修
業
と
読
書
を
続
け
た
と
の
西
光
の

回
想
を
裏
付
け
る
記
録
で
、
日
付
は
不
明
で
あ
る
が
、
隣
の
頁
に
は
上
京
時

の
支
出
メ
モ
が
あ
る
。西
光
は
上
野
ま
で
汽
車
に
乗
り
、米
原
で
弁
当
を
買
い
、

サ
イ
ダ
ー
や
菓
子
、
無
花
果
・
栗
・
柿
と
い
っ
た
果
物
か
ら
み
て
、
季
節
は

秋
で
あ
る
。
上
野
で
博
物
館
を
十
銭
で
観
覧
し
た
後
は
長
野
、
小
諸
ま
で
足

を
延
ば
し
た
よ
う
だ
。
ノ
ー
ト
の
片
隅
に
「
長
く
ゐ
て
過
働
（
長
く
居
て
働

き
す
ぎ
）」
と
記
し
た
、
西
光
の
懸
命
な
絵
画
修
業
を
伝
え
る
重
要
な
資
料
で

あ
る
。

図１　西光万吉《小品文集》水平社博物館蔵図２　西光万吉　ノート　西光万吉顕彰会蔵
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人物画と下図

文・加藤弘子

　
現
存
す
る
絵
画
の
作
例
を
見
る
限
り
、
西
光
は
人
物
画
を
最
も
多
く
描
い
て
い
る
。
今

回
、
代
表
作
《
毀
釈
》
や
《
蘭
陵
王
》
の
ほ
か
、《
髪
を
梳
く
女
》
の
下
図
（
図
１
）
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

  《
髪
を
梳
く
女
》
は
一
九
九
四
年
の
「
西
光
万
吉
」
展
に
初
め
て
出
品
さ
れ
、
注
目
を
集

め
た
作
品
で
あ
る
［
★
１
］。
着
物
姿
の
女
が
鏡
台
の
前
で
片
膝
を
立
て
て
座
り
、
櫛
を
手

に
し
て
結
い
上
げ
た
髪
を
整
え
て
い
る
。
着
物
の
描
写
と
と
も
に
、
左
右
に
張
り
出
し
た

燈と
う
ろ
う
び
ん

籠
鬢
と
呼
ば
れ
る
、
透
け
る
よ
う
な
髪
型
の
表
現
が
見
ど
こ
ろ
の
１
つ
で
あ
る
。

　
下
図
の
留
書
に
は
「
鳥
居
清
長　
燈
籠
鬢
ハ
宝
暦
の
頃
よ
り
関
西
に
て
初
め
ら
れ　
江

戸
に
も
伝
り
て
安
永
よ
り
寛
政
頃
ま
で
」
と
、
浮
世
絵
師
・
鳥
居
清
長
の
名
と
燈
籠
鬢
の

流
行
が
記
さ
れ
る
。
西
光
が
参
考
に
し
た
の
は
鳥
居
清
長
の《
色

い
ろ
く
ら
べ
え
ん
ぷ
す
が
た

競
艶
婦
姿  

髪
結
い
》（
図

２
）
で
あ
る
。
清
長
の
図
で
は
女
は
両
手
を
挙
げ
て
胸
を
は
だ
け
た
姿
で
あ
っ
た
が
、
西

光
は
片
膝
を
立
て
て
櫛
を
持
つ
右
手
で
胸
を
自
然
に
隠
す
姿
勢
に
変
え
、
上
品
な
仕
上
が

り
に
し
た
。
ま
た
、
下
図
で
は
着
物
は
桜
の
柄
、
帯
は
赤
を
構
想
し
て
い
た
が
、
本
画
で

は
桜
を
帯
の
柄
に
、
赤
を
着
物
の
地
色
に
し
て
麻
の
葉
文
様
に
変
更
す
る
工
夫
を
し
て
い

る
。
背
景
に
は
初
期
の
代
表
作
「
醍
醐
の
花
見
」
が
描
か
れ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
［
★

２
］、
人
物
の
図
様
は
異
な
っ
て
い
る
。

  《
醍
醐
の
花
見
》（
図
３
）
は
水
平
社
創
立
の
一
九
二
二
年
以
降
、
幼
な
じ
み
の
阪
本
精

一
郎
の
た
め
に
制
作
し
た
戸
襖
で
あ
る
［
★
３
］。
鳥
よ
け
の
護
花
鈴
が
揺
れ
る
満
開
の
桜

の
下
、
踊
り
と
宴
を
楽
し
む
人
々
の
姿
が
描
か
れ
、
丁
寧
な
線
描
と
彩
色
が
画
面
の
隅
々

ま
で
行
き
届
い
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
風
俗
画
を
参
照
し
た
と
推
測
す
る
が
、
鏡
像
の
よ

う
に
反
転
し
た
形
で
向
き
合
い
踊
る
四
人
の
図
像
は
《
舞
楽
図
屛
風
》（
日
光
山
輪
王
寺
）

の
舞
人
を
想
起
さ
せ
る
。

　
西
光
の
絵
画
資
料
に
は
襖
絵
や
人
物
画
に
関
す
る
一
枚
の
覚
書
（
図
４
）
が
あ
る
。「
襖

絵
選
集　
宗
達
画
集　
東
洋
美
術
大
観　
桃
山
期　
人
物
に
於
け
る
描
線　
衣
服
と
顔
面

の
線　
樹
木
の
着
色　
金
泥
た
ら
し
込
と
岩
物
と
の
関
係
等　
特
に
注
意
」
と
墨
で
書

か
れ
て
い
る
。
前
半
は
襖
絵
制
作
の
参
考
に
控
え
た
画
集
と
美
術
全
集
［
★
４
］、
後
半

は
人
物
画
に
お
け
る
線
描
と
樹
木
彩
色
の
注
意
事
項
で
、「
た
ら
し
込
」
と
は
俵
屋
宗
達

な
ど
琳
派
の
絵
画
技
法
、「
岩
物
」
と
は
岩
絵
の
具
の
こ
と
で
あ
る
。
美
術
史
で
は
「
た

ら
し
こ
み
」
と
い
う
語
の
初
出
は
一
九
三
二
年
と
さ
れ
る
［
★
５
］
が
、
今
回
、
西
光
の

宗
達
へ
の
関
心
を
調
査
す
る
中
で
、
一
九
二
〇
年
刊
行
の
絵
画
技
法
書
［
★
６
］
で
「
岩

物
」
の
用
語
と
と
も
に
使
わ
れ
て
い
た
と
判
明
し
た
。
覚
書
は
『
襖
絵
選
集
』
刊
行
の

一
九
二
〇
年
以
降
、《
醍
醐
の
花
見
》
制
作
に
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
書
か
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。《
醍
醐
の
花
見
》
に
は
人
物
、
衣
服
、
顔
面
の
丁
寧
な
描
線
と
と
も
に
、
桜
の
枝

に
「
た
ら
し
込
み
」
を
用
い
、
樹
木
の
着
色
に
対
す
る
西
光
の
関
心
が
確
認
で
き
る
か
ら

だ
（
図
５
）。

　
こ
う
し
た
人
物
画
の
旧
蔵
者
は
故
郷
の
仲
間
や
支
援
者
で
、
西
光
は
和
栄
運
動
の
資
金

を
集
め
る
た
め
に
画
会
も
開
催
し
た
。
西
光
の
漫
画
へ
の
評
価
は
あ
る
が
、
彼
の
絵
画
は

「
売
り
絵
」
と
も
評
さ
れ
、
研
究
で
は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
［
★
７
］。
し
か
し
、
こ
う

し
た
絵
画
こ
そ
が
西
光
の
人
権
・
平
和
活
動
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
目
を
向

け
ず
に
、
私
た
ち
が
見
落
と
し
て
き
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
西
光
万
吉
―
〝
熱
と
光・和
栄
〟
を
求
め
た
生
涯
」
展
、大
阪
人
権
歴
史
資
料
館
、一
九
九
四
年
。

「(

仮
称) 

水
平
社
歴
史
館
」
建
設
推
進
委
員
会
編
『
図
説
水
平
社
運
動
』、
解
放
出
版
社
、

一
九
九
六
年
、
一
四
〇
頁
。

同
前
。

制
作
年
に
つ
い
て
は
一
九
二
二
年
の
水
平
社
創
立
直
後
と
す
る
文
献
が
多
い
が
、
昭
和
初
年
、

一
九
二
六
年
と
の
記
述
も
あ
る
。
朝
日
新
聞
社
編
『
人
あ
り
き
─
─
六
十
七
人
伝
』
朝
日
新
聞

社
、
一
九
七
二
年
、
三
〇
一
頁
。

出
版
社
と
刊
行
年
は
以
下
の
と
お
り
。『
襖
絵
選
集
』上・下
、日
本
美
術
学
院
、一
九
二
〇
年
。『
宗

達
画
集
』、審
美
書
院
、一
九
一
三
年
。
審
美
書
院 

編『
東
洋
美
術
大
観
』全
一
二
冊
、審
美
書
院
、

一
九
〇
八

−
一
九
一
二
年
。

「
た
ら
し
込
み
」に
つ
い
て
は
本
田
光
子
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
青
琅
玕（
田
中
喜
作
）「
俵

屋
宗
達
筆　
槇
檜
図
（『
美
術
研
究
』
２
、一
九
三
二
年
）
お
よ
び
、
谷
信
一
「
宗
達
筆
秋
草
図

屏
風
に
就
て
」（『
国
華
』
五
〇
五
、一
九
三
二
年
）。
な
お
、
結
城
素
明
「
畫
法
總
説
」『
新
美

術
講
座 

日
本
画
科 

第 

２
巻
』（
発
行
年
不
明
）を
一
九
二
八
年
と
す
る
説
も
あ
る
。林 

樹
里「「
た

ら
し
こ
み
」
と
「
に
じ
み
」
の
実
証
的
研
究

−

基
底
材
と
の
関
係

−

」、芳
泉
文
化
財
団 

日
本
画・

彫
刻
文
化
財
の
保
存
修
復
の
研
究
助
成 

平
成
30
年
度
助
成
研
究
、https://w

w
w.housen.

or.jp/com
m

on/pdf/30_02_hayashi.pdf

、
二
〇
二
五
年
一
〇
月
二
七
日
最
終
閲
覧
。

三
井
万
里
・
芳
川
赳
『
彩
管
を
も
つ
人
に
』、
文
明
堂
書
店
、
一
九
二
〇
年
、

一
四
六・一
八
七・一
九
〇
頁
。

足
立
元
「
水
平
社
運
動
の
マ
ン
ガ 

西
光
万
吉
が
描
い
た
熱
と
光
」、『
メ
デ
ィ
ア
芸
術
カ
レ
ン
ト

コ
ン
テ
ン
ツ
』、
二
〇
二
三
年
二
月
、URL https://m

acc.bunka.go.jp/339/

、
二
〇
二
五

年
一
〇
月
二
七
日
最
終
閲
覧
。

★
１

★
２

★
３

★
４

★
５

★
６

★
７

図１　西光万吉《髪を梳く女  下図》
　　　西光万吉顕彰会蔵

図２　鳥居清長《色
いろくらべえんぷすがた

競艶婦姿  髪結い》
　　　出典：立命館大学　
　　　https://ja.ukiyo-e.org/source/ritsumei

図 3　西光万吉《醍醐の花見》
　　   水平社博物館蔵

図４　西光万吉　覚書
　　　西光万吉顕彰会蔵

図５　西光万吉《醍醐の花見》　部分
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花鳥画と写生

文・加藤弘子

　
西
光
が
誰
に
絵
画
を
学
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
不
明
な
点
が
あ
る

［
★
１
］。
し
か
し
、
彼
が
専
門
的
な
絵
画
教
育
を
受
け
た
こ
と
は
、
写
生
図
や

模
写
図
、
下
図
な
ど
自
宅
に
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
た
絵
画
資
料
か
ら
見
て
明

ら
か
で
あ
る
。

　
西
光
は
《
鴨
図
屛
風
》（
図
１
）《
紫
陽
花
図
》（
図
２
）
な
ど
円
山
派
、
四

条
派
風
の
花
鳥
画
を
制
作
し
て
い
る
。
ま
た
、
花
鳥
写
生
図
の
一
部
（
図
３
・

４
）
は
、
明
治
に
刊
行
さ
れ
た
幸
野
楳
嶺
『
千
種
之
花
』（
図
5
）
や
今
尾
景

年
『
景
年
花
鳥
画
譜
』（
図
６
）
な
ど
円
山
派
、
四
条
派
の
版
本
を
臨
写
し
た

図
と
し
て
、
西
光
万
吉
顕
彰
会
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
版
本
は
線

描
と
留
書
が
整
理
さ
れ
、
彩
色
は
鑑
賞
用
に
配
慮
し
た
鮮
や
か
な
仕
上
が
り

で
あ
る
が
、
西
光
の
図
は
線
描
が
未
整
理
で
情
報
量
が
多
く
、
彩
色
は
一
部

に
と
ど
ま
る
と
い
っ
た
違
い
も
あ
る
。

  『
景
年
花
鳥
画
譜
』
の
《
ヤ
マ
ニ
シ
キ
ギ
・
イ
ス
カ
図
》（
図
７
）
を
比
較
す

る
と
、『
景
年
花
鳥
画
譜
』は
イ
ス
カ
の
雌
の
頭
が
白
く
、実
際
と
は
異
な
る
が
、

西
光
の
図
（
図
８
）
は
正
し
い
オ
リ
ー
ブ
色
で
あ
る
。
ま
た
、
西
光
は
肩
近

く
の
白
い
部
分
に
誤
っ
て
羽
根
の
輪
郭
線
を
描
い
た
た
め
「
此
羽
誤
也 

白
ク

ヌ
ル
可
（
こ
の
羽
は
誤
り
。
白
く
塗
る
べ
し
）」
と
記
し
て
い
る
。
版
本
よ
り

図
の
情
報
が
正
確
で
、
写
し
間
違
い
を
メ
モ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
光
は

版
本
で
は
な
く
、
版
本
の
原
画
の
写
し
、
画
塾
の
画
手
本
を
写
し
た
可
能
性

が
あ
る
。

  『
千
種
之
花
』（
図
5
）
に
は
彩
色
方
法
の
留
書
が
あ
り
、「
く
ま
取
り
」
で

ぼ
か
す
こ
と
を
「
曲
」、「
草
の
汁
」
の
絵
具
を
「
艸
」
と
表
記
す
る
の
は
、

江
戸
時
代
か
ら
円
山
派
、
四
条
派
の
図
の
留
書
に
み
ら
れ
る
書
き
方
だ
。
西

光
は
図
と
と
も
に
文
字
の
書
体
も
似
せ
つ
つ
、
版
本
と
は
異
な
る
、
画
手
本

の
よ
う
な
未
整
理
な
配
置
で
文
字
を
写
し
て
い
る
（
図
4
）。
参
照
し
た
図
と

文
字
を
尊
重
し
、
そ
の
ま
ま
に
写
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
西
光
が
専
門
的
な

絵
画
教
育
を
受
け
た
何
よ
り
の
証
し
で
あ
る
。

  「
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
」
に
は
《
紫
陽
花
写
生
図
》（
図
９
）《
鴨
図
》
な
ど
本

画
に
関
連
し
た
写
生
図
や
模
写
図
が
あ
る
。
中
で
も
注
目
し
た
い
の
は
、
山

楽
な
ど
京
狩
野
の
松
鷹
図
に
似
た
鷹
（
図
10
）
と
、「
十
一
年
五
月
四
日
」
に

写
し
た
松
の
新
芽
と
花
の
図
（
図
11
）
で
あ
る
。「
小
枝
先
毎
に
花
咲
き
実
に

美
し
」「
つ
く
し
の
如
く
皆
芽
と
花
」
と
の
留
書
は
、西
光
が
「
コ
カ
ワ
」（
粉

河
）
に
松
の
花
を
見
に
行
き
、
ま
た
、
淡
輪
に
出
か
け
た
際
に
松
の
花
が
咲

い
て
い
る
の
を
見
て
感
動
し
て
手
帳
に
描
い
た
と
い
う
、
美
寿
子
夫
人
の
回

想
［
★
２
］
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。《
松
鷹
図
屛
風
》（
図
12
）
に
は
こ
の
つ
く
し

の
よ
う
に
長
く
伸
び
た
芽
が
胡
粉
で
無
数
に
描
か
れ
、
京
狩
野
風
の
白
鷹
が

睨
み
を
効
か
せ
て
い
る
。
西
光
は
円
山
派
、
四
条
派
に
限
定
せ
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
伝
統
的
な
花
鳥
画
を
基
礎
に
、
写
生
を
加
味
し
て
本
画
制
作
に
取
り
組

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

足
立
元
「
水
平
社
運
動
の
マ
ン
ガ 

西
光
万
吉
が
描
い
た
熱
と
光
」、『
メ
デ
ィ

ア
芸
術
カ
レ
ン
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
』、
二
〇
二
三
年
二
月
、URL https://

m
acc.bunka.go.jp/339/

、
二
〇
二
五
年
一
〇
月
二
七
日
最
終
閲
覧
。

清
原
美
寿
子
「
西
光
万
吉
と
絵
」『
部
落
解
放
と
絵
』
１
２
０
、一
九
七
八
年

七
月
。
西
光
万
吉
画
集
刊
行
委
員
会
『
西
光
万
吉
の
絵
と
心
』、
大
阪
人
権
歴

史
資
料
館
、
一
九
九
〇
年
、
八
五
頁
。

★
１

★
２

図１　西光万吉《鴨図屛風》
　　　水平社博物館蔵

図２　西光万吉《紫陽花図》
　　　西光万吉顕彰会蔵

図３　西光万吉《枇杷花・八十カラ図》
　　　西光万吉顕彰会蔵

図４　西光万吉《カノコユリ・細葉龍
りんどう

胆》
　　　西光万吉顕彰会蔵

図５　幸野楳嶺『千種之花』2、文求堂、1890 年
　　　国立国会図書館デジタルコレクション、　　
　　　https://dl.ndl.go.jp/pid/13212860
 　　　( 参照 2025-10-30)
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図 6　今尾景年『景年花鳥画譜』冬之部、
　　　枇杷花・八十カラ図、西村総左衛門、
　　　1892 年、国立国会図書館デジタルコレク　
　　　ション https://dl.ndl.go.jp/pid/13127864 
　　　( 参照 2025-10-30)

図 7　今尾景年『景年花鳥画譜』冬之部、
　　　桃

ヤ マ ニ シ キ ギ
葉衛矛・交

イ ス カ
喙図、西村総左衛門、1892 年、

　　　国立国会図書館デジタルコレクション
　　　https://dl.ndl.go.jp/pid/13127864 
　　　( 参照 2025-10-30)

図 8　西光万吉《桃
ヤ マ ニ シ キ ギ

葉衛矛・交
イ ス カ

喙図》
　　   西光万吉顕彰会蔵

図９　西光万吉　スケッチブック　紫陽花写生図
          西光万吉顕彰会蔵

図 10　西光万吉　スケッチブック　鷹図・鴨図・山楽筆雪柳図ほか　西光万吉顕彰会蔵

図 11　西光万吉　スケッチブック　
            松の新芽・花図ほか　西光万吉顕彰会蔵

図 12　西光万吉《松鷹図屛風》水平社博物館蔵
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東
京
へ
行
っ
た
第
一
夜
、
初
め
て
の
晩
で
す
よ
。
太
平
洋
画
会
の
紹
介
で
下

宿
に
着
い
て
、
あ
て
が
わ
れ
た
部
屋
に
荷
物
を
お
ろ
し
、
自
画
像
を
描
い
て
い

る
と
、
階
下
で
下
宿
の
お
か
み
さ
ん
た
ち
が
話
し
て
い
る
ん
で
す
。 

 「
新
し
い
こ
ど
も
が
来
ま
し
た
ね
。
ど
こ
か
ら
来
た
ん
で
す
」「
奈
良
県
で
す
よ
。

奈
良
県
に
は
、
名
物
が
三
つ
あ
り
ま
す
よ
」「
何
で
し
ょ
う
」。
ほ
か
に
下
宿
し

て
い
る
人
た
ち
も
話
し
込
ん
で
い
る
ん
で
す
。「
ひ
と
つ
は
奈
良
の
鹿
。
ひ
と
つ

は
奈
良
の
お
か
ゆ
。
あ
と
ひ
と
つ
は
、
え
た
や
。
部
落
民
や
」
い
う
て
る
ん
で

す
よ
。
私
は
そ
の
夜
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
畝
傍
中
学
で
差
別
を
受
け
て
や
め
、

故
郷
を
離
れ
れ
ば
、
こ
ん
な
差
別
的
な
こ
と
ば
を
聞
か
な
く
て
よ
い
と
思
っ
て

東
京
に
来
た
の
に
そ
の
第
一
夜
に
で
す
よ
。
寝
ら
れ
ま
す
か
。（
福
田
雅
子
『
証

言　
全
国
水
平
社
』
日
本
放
送
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）

　
日
本
初
の
人
権
宣
言
と
い
わ
れ
る
「
水
平
社
宣
言
」
の
起
草
者
の
ひ
と
り
、
西
光
万
吉

（
本
名
：
清
原
一
隆
、
一
八
九
五
―
一
九
七
〇
年
）
が
専
門
的
な
美
術
教
育
を
受
け
た
人
物
で

あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
広
く
知
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
引
用
は
、
画
家
と

し
て
の
道
を
歩
む
た
め
上
京
し
た
西
光
が
、
東
京
で
過
ご
す
最
初
の
夜
に
経
験
し
た
差
別

に
つ
い
て
の
証
言
だ
。

　
一
八
九
五
年
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
西
本
願
寺
派
）・
西
光
寺
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ

た
西
光
万
吉
は
、部
落
差
別
の
た
め
に
僧
侶
と
な
る
こ
と
を
断
念
し
、「
関
西
美
術
院
」（
明

治
三
九
年
に
京
都
市
に
創
立
さ
れ
た
私
設
の
洋
画
研
究
所
）
で
学
ん
だ
。
一
九
一
三
年
春
、
本

格
的
に
絵
を
学
ぶ
た
め
に
東
京
に
居
を
移
し
た
。
東
京
で
の
画
業
は
順
調
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。
し
か
し
、
パ
ト
ロ
ン
と
な
っ
た
画
商
か
ら
は
娘
と
の
結
婚
を
促
さ
れ
、
画
業
の
師
か

ら
は
奈
良
旅
行
の
案
内
役
と
親
の
紹
介
を
頼
ま
れ
る
。
出
自
が
知
ら
れ
る
こ
と
を
怖
れ
た

西
光
は
、
画
塾
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。
心
身
と
も
に
衰
弱
し
、
同
郷
の
友
人
・
阪
本
清
一
郎

と
と
も
に
郷
里
・
御
所
市
柏
原
に
戻
る
。
数
年
後
、
彼
ら
は
、
賤
視
さ
れ
た
被
差
別
部
落

の
人
々
が
人
間
の
尊
厳
と
権
利
を
う
た
い
、
差
別
か
ら
の
解
放
を
求
め
る
全
国
水
平
社
の

創
設
者
と
な
っ
た
。

　
水
平
社
宣
言
が
出
さ
れ
た
翌
一
九
二
三
年
、阪
本
数
枝
が
婦
人
水
平
社
設
立
を
提
案
し
、

可
決
さ
れ
た
。「
兄
弟
よ
」
と
い
う
男
性
限
定
の
呼
び
か
け
な
ど
に
顕
著
な
水
平
社
宣
言

に
お
け
る
男
性
中
心
主
義
を
め
ぐ
っ
て
は
、二
〇
二
四
年
三
月
、部
落
解
放
同
盟
は
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
に
対
す
る
重
大
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
た
」
と
す
る
見
解
を
採
択
し
た
。
西

光
が
し
た
た
め
、
仲
間
た
ち
と
磨
い
た
水
平
社
宣
言
は
、
い
ま
な
お
社
会
の
人
権
意
識
を

う
つ
す
鏡
と
し
て
光
り
続
け
て
い
る
。

　
二
〇
二
二
年
、
水
平
社
宣
言
か
ら
一
〇
〇
年
の
節
目
に
当
た
り
、
私
は
西
光
万
吉
の
作

品
を
調
べ
よ
う
と
思
い
至
っ
た
。
き
っ
か
け
は
、晩
年
の
自
画
像
と
さ
れ
る
掛
軸
《
毀
釈
》

の
謎
に
惹
か
れ
た
こ
と
と
、
冒
頭
の
上
野
で
の
出
来
事
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
か
ら
だ
。

私
は
東
京
藝
術
大
学
の
大
学
院
に
通
っ
て
い
た
た
め
、
上
野
で
過
ご
す
こ
と
も
多
々
あ
っ

た
。
一
〇
〇
年
と
少
し
前
、
同
じ
美
術
家
と
し
て
の
志
を
も
っ
て
上
京
し
た
者
が
、
差
別

の
た
め
に
道
を
絶
た
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
と
、
胸
が
痛
ん
だ
。

　
か
く
し
て
、
奈
良
県
御
所
市
の
水
平
社
博
物
館
と
、
隣
接
す
る
西
光
万
吉
の
生
家
・
西

光
寺
、
和
歌
山
県
紀
の
川
市
の
西
光
万
吉
顕
彰
会
を
訪
ね
、
西
光
作
品
の
調
査
を
行
っ
た
。

こ
れ
を
経
て
、「
不
可
視
化
へ
の
抵
抗
：〈
職
業
と
世
系
に
基
づ
く
差
別
〉
と
〈
日
本
美
術

史
〉
に
関
す
る
研
究
」
研
究
会
を
か
た
ち
づ
く
り
、
多
様
な
専
門
家
の
方
々
と
共
同
研
究

を
始
め
た
。
調
査
で
赴
く
先
々
で
ふ
れ
る
西
光
の
作
品
や
、
ス
ケ
ッ
チ
類
、
試
し
書
き
な

ど
か
ら
は
、
専
業
画
家
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
西
光
に
と
っ
て
創
作
が
片
手
間
で

は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
た
。
と
く
に
、
顕
彰
会
に
残
さ
れ
て
い
た
、
西
光
が
定
期
購
読

し
て
い
た
美
術
雑
誌
に
は
、模
写
や
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
活
用
し
た
と
お
ぼ
し
き
痕
跡
が
あ
り
、

画
業
の
研
鑽
を
地
道
に
積
ん
で
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
た
び
の
展
覧
会
で
は
、
水
平
社
博
物
館
と
、
植
田
彩
芳
子
氏
、
そ
し
て

加
藤
弘
子
氏
の
協
力
に
よ
り
、
西
光
の
画
業
の
内
実
や
絵
画
学
習
の
背
景
に
、
よ
り
い
っ

そ
う
、
光
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
西
光
は
美
術
を
通
し
て
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
た
ん
に
「
上
手
い
絵
」「
美

し
い
絵
」
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
す
で
に
足
立
元
の
研
究
に
お
い
て
言

及
さ
れ
て
い
る
が
、
西
光
は
自
身
が
関
わ
る
様
々
な
活
動
に
絵
を
活
用
し
た
。
絵
の
影
響

力
を
知
っ
て
い
た
の
だ
。
自
身
が
表
現
し
た
も
の
を
他
者
が
ど
の
よ
う
に
見
る
か
と
い
う

視
点
が
、
つ
ね
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
僧
侶
が
仏
像
や
仏
具
を
焼
い
て
暖
を
取
る
様
子
を
描
い
た
《
毀
釈
》
は
、
西
光
の
自
画

像
だ
と
い
わ
れ
る
。
画
家
自
身
を
描
く
自
画
像
は
、
近
代
以
前
の
日
本
に
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
い
。
明
治
以
降
、
こ
の
国
に
西
洋
式
の
美
術
教
育
制
度
が
立
ち
上
げ
ら
れ
る
な
か

で
も
た
ら
さ
れ
た
自
画
像
は
、
美
術
制
度
を
つ
う
じ
た
近
代
的
自
我
を
め
ぐ
る
実
験
の
場

で
も
あ
っ
た
。

　
西
光
の
自
画
像
と
し
て
の
《
毀
釈
》
は
、
換
骨
奪
胎
の
作
だ
。
本
作
の
主
題
は
、
禅
画

の
画
題
「
丹
霞
焼
仏
」
で
あ
る
。
丹
霞
焼
仏
は
仙
厓
や
複
数
の
絵
師
に
描
か
れ
た
ほ
か
、

岡
倉
天
心
（
覚
三
）『
茶
の
本
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

丹
霞
和
尚
は
大
寒
の
日
に
木
仏
を
取
っ
て
こ
れ
を
焚
い
た
と
い
う
話
が
あ
る
。

か
た
わ
ら
に
い
た
人
は
非
常
に
恐
れ
て
言
っ
た
、「
何
と
も
ま
あ
も
っ
た
い
な

い
！
」
と
。
和
尚
は
落
ち
着
き
を
払
っ
て
答
え
た
、「
わ
し
は
仏
様
を
焼
い
て
、

お
前
さ
ん
た
ち
の
あ
り
が
た
が
っ
て
い
る
お
舎
利
を
取
る
の
だ
」「
木
仏
の
頭
か

ら
お
舎
利
が
出
て
た
ま
る
も
の
で
す
か
」
と
つ
っ
け
ん
ど
ん
な
受
け
答
え
に
、

丹
霞
和
尚
は
こ
た
え
て
言
っ
た
、「
も
し
、
お
舎
利
が
出
な
い
仏
様
な
ら
、
何

も
も
っ
た
い
な
い
こ
と
は
な
い
で
は
な
い
か
」
そ
う
言
っ
て
振
り
向
い
て
焚
き

火
に
か
ら
だ
を
あ
た
た
め
た
。（
岡
倉
覚
三
『
茶
の
本
』
村
岡
博
訳
、
岩
波
文
庫
、

一
九
二
九
年
）

  《
毀
釈
》
に
お
い
て
僧
侶
と
し
て
描
か
れ
た
西
光
は
、
丹
霞
和
尚
と
同
じ
く
仏
像
を
焼
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
意
味
は
反
転
し
て
い
る
。
丹
霞
焼
仏
の
話
と
は
、
仏
像
な
ど

偶
像
に
よ
ら
な
い
真
の
仏
教
の
教
え
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
釈
迦
の
教
え
を
そ
し
る
意
味

は
な
い
。
し
か
し
西
光
は
丹
霞
焼
仏
を
描
き
な
が
ら
、「
毀
釈
」
と
題
を
つ
け
た
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
描
か
れ
た
の
は
、
寺
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
も
、
僧
侶
と
な

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
西
光
が
、
自
ら
依
拠
す
る
も
の
、
仏
の
教
え
を
自
ら
の
手
で
打

ち
捨
て
る
姿
、
す
な
わ
ち
転
向
者
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
解
放
運
動
の
創
始
者
で
あ
る
西
光
は
、「
転
向
者
」
だ
と
言
わ
れ
る
。
一
九
二
九
年
秋
、

日
本
共
産
党
に
入
党
し
た
西
光
は
、
三･

一
五
事
件
に
よ
り
投
獄
さ
れ
、
獄
中
で
国
家
主

義
者
へ
転
向
し
た
と
さ
れ
る
。
出
所
後
は
水
平
運
動
か
ら
距
離
を
置
き
、
大
日
本
国
家
社

会
党
に
入
党
し
た
。
一
九
三
八
年
『
新
生
運
動
』
第
八
号
で
は
、
自
身
が
起
草
し
た
水
平

社
宣
言
と
帝
国
主
義
下
で
の
侵
略
を
正
当
化
し
た
「
八
紘
一
宇
」
と
を
接
続
し
、「
今
や

西
光
万
吉
の
表
現
に
つ
い
て

文
・
小
田
原
の
ど
か
（
芸
術
学
・
横
浜
国
立
大
学
）

西光万吉《毀釈》1960 年代
西光寺蔵

仙厓《丹家焼仏》19 世紀　
個人蔵
出典：『へそまがり日本美術』講談社、
2019 年
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我
ら
は
『
人
間
に
光
あ
れ
、
人
世
に
熱
あ
れ
』
の
願
望
を
惟
神
道
に
求
め
八
紘
一
宇
の
高

天
原
展
開
に
邁
進
せ
ん
と
す
る
」
と
書
き
、
全
国
水
平
社
を
「
国
体
の
本
義
に
基
き
て
更

に
反
省
せ
よ
」
と
批
判
し
た
。
戦
後
は
侵
略
戦
争
を
支
持
し
た
己
に
厳
し
い
反
省
を
加
え

る
が
、
天
皇
の
責
を
問
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
天
皇
制
の
も
と
の
不
戦
・
平
和
思
想
の
実

践
は
生
涯
続
い
た
。

　
吉
本
隆
明
は
一
九
五
八
年
、『
現
代
批
評
』
創
刊
号
に
「
転
向
論
」
を
寄
せ
た
。
こ
こ

で
の
方
法
論
は
、
鶴
見
俊
輔
を
発
起
人
と
す
る
転
向
研
究
会
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。
鶴
見
ら
は
転
向
を「
権
力
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
た
た
め
に
お
こ
る
思
想
の
変
化
」

と
定
義
し
、
思
想
弾
圧
な
ど
外
発
的
要
因
を
重
視
し
た
。
一
方
、
吉
本
が
重
視
し
た
の
は

内
発
的
条
件
、
す
な
わ
ち
自
発
性
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
外
発
／
内
発
の
二
項
対
立
で
転
向

を
捉
え
る
こ
と
は
妥
当
か
を
、
西
光
の
「
転
向
」
は
問
い
返
す
。

　
日
本
共
産
党
に
入
党
し
た
と
は
い
え
、
西
光
に
と
っ
て
天
皇
へ
の
敬
意
は
つ
ね
に
身
近

な
も
の
で
あ
っ
た
。
西
光
の
「
転
向
」
は
そ
う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
複
雑
さ
は
、

《
毀
釈
》
に
お
い
て
僧
侶
と
な
っ
た
西
光
の
不
敵
な
「
笑
み
」
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
西
光
の
笑
み
は
、
転
向
の
完
遂
へ
の
満
足
に
も
、
転
向
そ
れ
自
体
へ
の
反ア
イ
ロ
ニ
ー

語
表
現
に

も
取
れ
る
。

 　
そ
し
て
ま
た
、《
毀
釈
》
に
は
獅
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
一
般
的
に
は
獅
子
・
狛
犬

は
神
社
に
置
か
れ
る
。
ゆ
え
に
、こ
れ
と
僧
侶
の
取
り
合
わ
せ
の
異
質
さ
に
目
が
向
く
が
、

焚
き
火
の
煙
を
た
ど
っ
て
目
線
を
上
げ
れ
ば
、
阿
像
の
獅
子
が
高
笑
い
を
し
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
る
。
獅
子
・
狛
犬
が
、
も
と
は
天
皇
の
玉
体
守
護
の
役
割
を
持
っ
た
存
在
で
あ

る
こ
と
も
、
こ
の
作
品
に
獅
子
が
描
か
れ
た
意
味
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
て
、
本
展
で
展
示
さ
れ
た
《
毀
釈
》
の
下
図
で
は
、
本
画
の
背
景
と
し
て
描
か
れ
た

冬
枯
れ
の
木
に
、
梅
の
よ
う
な
花
芽
が
ほ
こ
ろ
ん
で
い
る
。
西
光
は
丹
霞
焼
仏
を
主
題
に

し
つ
つ
、
こ
れ
を
初
春
の
出
来
事
と
し
て
構
想
し
て
い
た
の
だ
。
こ
う
し
た
下
図
と
の
比

較
の
ほ
か
、
同
じ
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
も
、
ま
っ
た
く
異
な
る
構
図
で
描
か
れ
、
西
光
万
吉

顕
彰
会
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
《
毀
釈
》
と
の
対
比
も
含
め
、
本
作
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

研
究
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
西
光
に
は
わ
か
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。《
毀
釈
》
を
前
に
、
私
た
ち
が
そ
の
謎
に
迫
ろ

う
と
す
る
こ
と
を
。
西
光
に
よ
る
表
現
は
、
画
家
と
し
て
の
西
光
の
存
在
も
、
そ
し
て
被

差
別
部
落
の
存
在
も
、
こ
れ
ま
で
不
可
視
化
し
て
き
た
日
本
美
術
史
へ
の
一
石
に
な
り
う

る
。

　
一
九
一
三
年
、
春
の
夜
、
部
落
差
別
を
前
に
眠
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
画
学
生
が
い

た
。
あ
の
日
、
西
光
は
自
画
像
を
描
き
き
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
西
光
に
言
葉
を

か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
あ
な
た
の
経
験
を
な
か
っ
た
こ
と
に
は
し
な
い
と
、
そ
れ

だ
け
は
言
え
る
。
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